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第 1 章 時間意識の本質規則性としての過去把持 
 
 























 以上のことから、本章第 1 節では、フッサールの時間意識考察に対する最初期の考察を
確認する。フッサールは、ゲッティンゲンでの 1904/05 年の「時間講義」が行われるまで




































1904 年から 1905 年にかけて行われたゲッティンゲン大学での講義、いわゆる｢時間講義｣
が主であるが、それ以前にも時間に対する考察は行われている（vgl. HuaX, Nr. 1- 17）。






















































































B、C は、A が今において優先的な仕方で知覚され、次に B が知覚されたとき、今度は B
が今として優先され、A が過ぎ去ったものとして過去に成る。そしていまだ来ていない C
は、予期を充実するか、あるいは未規定的で空虚な未来志向を占めるかして、次の「今」



































































































































































































に総括するという知の働きを想定しているのである（vgl. HuaX, S. 19f.）。われわれの体























































体で時間的な規定を持たない抽象に他ならない（vgl. HuaX, S. 221）。だが、このことは、
フッサールが『論研』の第三研究において指摘した独立した対象と非独立的な対象の区別









































































































































































































例えば、A・B・C が順に変化する知覚の場合を考えてみよう。A から C までの変化は、
これまで述べてきたように、A が B に変化して B の過去に沈み、C も同様に A と B が近
い過去の順に変化して過去に沈む（vgl. HuaX, Nr. 34）。つまり、｢A の統握は、A の瞬間
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（HuaXXVIII, S. 307f. 傍点筆者）とし、この現出することそれ自体の体験について、フ





































































質を、「原意識（Urbewusstsein）」（HuaXXIV, S. 245）と呼んでいる。 
フッサールによれば、この原意識とは、内的意識それ自体を意識しているものであると























































































文第 1 章第 1 節 1）参照）、この原意識において把促されているのは、その統握作用の構成
契機に他ならず、統握作用ではないということから、無限遡行に陥ることはないのである
（vgl. HuaXXIV, §42）。 
以上のことから、フッサールは、先現象的な与件の直証的な体験を、原意識によって把
































































































































































































































統握内容は変化しない」という自らの主張（本文第 1 章第 1 節 3）参照）と矛盾してしま
うからである。そして、やはり当初のフッサールの主張どおり、内容の変化ではなく統握
の変化であると説明することとなり、この変化も結局は統握図式に依拠することによって、
構成に関する無限性と無限遡行の不具合が生じることとなる62（本文第 1 章第 1 節 1）、4）












































































当性は、すでに確保されている（本文第 1 章第 2 節参照））。 
持続している感覚、例えば音の感覚は、その音の始まりから消失するまで、持続的な射
映の系列を持っている。ここでの射映は、絶対的意識を考察したさいの射映として見出さ
れた感覚の射映を指している（本文第 1 章第 2 節 4）参照）。この感覚の射映は、音の現在
的な所与と、それに対し、後退して既在となった諸々の所与の時間的な重なりのことであ
って、すでに見たように、時間流の断面、すなわち、今の位相と過ぎ去った諸位相の併在
































































































































































































































































































































































第 2 章 未来予持と受動的綜合 
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図 1. 『ベルナウ草稿』テキスト Nr. 2、§10 に
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のである（vgl. HuaXXXIII, Nr. 2, §5）。こうしてわれわれは、未来予持の考察から出発し
て、その考察の中で二重の流れによる意識流を見出し、それがまさに、過去把持における













































































の力」（HuaXXXIII, S. 377）の増大と言い得るだろう110。 






































充実と空虚の関係を手がかりにする（vgl. HuaXI, §§1- 2）。前節において、われわれは、
時間流の構成プロセスが、未来予持と過去把持による充実化と空虚化の絶えざる変転であ
るとし、意識が過去と未来の時間的な地平の中で顕現化してくるということを確認したが、








という与件の問題に関わり（本文第 1 章第 2 節 3）参照）、また、時間意識構成における傾
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文第 2 章第 5 節 1）参照）。それについて、フッサールは、「疑念が続く間、両方の〔統握
の〕うちのどの一つも打ち消されることなく、両方ともここで、相互の抗争の状態にあり、






























































































































であり（本文第 1 章第 3 節 2）参照）、時間意識構成と受動的
綜合の広がりと奥行を示しているのである。 
こうしてわれわれは、「あらゆる生き生きした現在の内部、差し当たり、統一されつつあ













































第 3 章 意識の駆動力としての衝動志向性 
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して、残っている（vgl. HuaXI, S. 416）206。これについて、われわれは、すでに触発の
抗争という事態を考察したが、フッサールはさらに、この触発の抗争が、「感情と衝動の領
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する志向として見れば、その働きは、これまでの考察から明らかである（本文第 2 章第 5
節 1）参照）。つまり、空虚表象は、先行する類似した諸直観が、空虚な過去地平へと沈み
込んで既知性を持つ（ないしは、それが反復されれば習慣性となる）ので、その内容に衝





























































































































































































第 4 章 認知科学とヴァレラの神経現象学 
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以下の第 5 章第 11 節にて再度考察する）。ヴァレラは、一人称と三人称という自然的態度
での素朴で単純な対置を、研究をミスリードするものであるとして退けた上で、「三人称的





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































割可能なものとして絶対化することであると言えるだろう（vgl. HuaIV, S. 383）。それに


































































































































































































































































































































と同等のものである理解し得る（本文第 1 章第 1 節 1）参照）。実際、ヴァレラは、『時間
講義』のフッサールの記述を参照しており、それを基に、改めて自らの記述を展開し、拡
がりある今性のテクスチュアを呈示している。したがって、この時間野を持つテクスチュ































































































































「基礎的ないし要素的な出来事（basic or elementary events）」（1/10 スケール）、（2）「大
規模な統合のための弛緩時間（relaxation time for large- scale integration）」（1 スケール）、
そして（3）「記述的で-説明的な所見（descriptive- narrative assessments）」（10 スケー
ル）の、三つのスケールで示される431。 
 ヴァレラによると、（1）の基礎的な出来事とは、何らかの感覚的な刺激によるニューロ
































































































































張された（本文第 6 章第 12 節 1）参照）。そのつど生じるテクスチュアは、複数のタスク
の統合であって、その継起は、離散的で非段階的な生起を呈する。これについて、ヴァレ
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に依存しているのである。したがって、ニューロン集団である CA は、その CA それ自体



































































































































































































































子であった（本文第 6 章第 12 節 3）、4）参照）。つまり、CA の持続時間とは、刺激に対
する充実化と空虚化のプロセス、すなわち、未来予持と過去把持による時間的な持続の構































































































































































































































































































































































































5 節、第 3 章第 6 節参照）。この点について、ヴァレラは、「発生的な構成に関して、縁暈


























































































































図 5. パイこね変換を繰り返していくと、影をつけた部分と白い部分とが破片となって分断されていく。 

























図 6. ニコリス、プリゴジン『複雑性の探求』（227 頁）、図 86 における、パイこね変換の
縮小ファイバーと膨張（拡大）ファイバー。 


















































































t-1               t0              t1              t2 
図 7. パイこね変換における内部年齢（時間）の変化。 










（本文第 6 章第 12 節 2）参照）。そして、（2）は、（1）の活動を、力学の道具立てを用い
て、神経ダイナミクスのカオス性、自己組織化による創発などを理解することである（本

























































































































































































































草稿を確認する（vgl. Bernet, R.: Einleitung, S. XIX- XXIV, in E. Husserl: Zur 
Phänomenologie des inneren Zeitbewusstseins (1893- 1917). Text nach Husserliana 
Bd.X/ Edmund Husserl. Hrsg. u. eingel. von R. Bernet. Hamburg: Meiner, 1985）。 
3 この試論は、フッサール全集第 10巻の編者であるベーメによると、およそ 1893年から
1901 年までにフッサールが書き記した長い草稿としてまとめられている（vgl. HuaX, S. 






S. 174; 邦訳 187 頁参照）という。したがって、われわれの考察においても、テキストの
表現に従うのみで、特別に内実の区別はしない。 
5 『論研』邦訳第 2 巻 86 頁参照。 
6 このような一連の構成は、「志向的体験」と呼ばれ、この志向的体験は、作用性質と作
用質料から成っており、両者は作用の志向的本質として理解される（vgl. HuaXIX/1, V, 
§20- 21）。作用の性質とは、｢各作用を状況に応じてたんに表象しつつあるものとして、
あるいは判断しつつあるもの、直観しつつあるもの、欲求しつつあるものなどとして、作











7 『論研』邦訳第 3 巻 181 頁参照。 
8 前掲書同所参照。 















うのです」と述べている（山口一郎『存在から生成へ』知泉書館、2005 年、p. 157 参照）。 
11 ブレンターノはおよそ 50 年に渡り、時間について考察しているが、マリガンによれば、
彼の時間論は四期に区分される（cf. Mulligan, K., Brentano on the Mind, in The 
Cambridge Companion to Brentano. Ed. D. Jaquette, Cambige Univ., 2004. pp. 78- 79. 
あるいは、水地宗明「ブレンターノ時間論（1）」『彦根論叢』215 所収、滋賀大学経済学会、
1982 年 7 月 を参照）。ブレンターノ時間論の変遷の中で、フッサールが批判するのは主
に第二期（1870-94 年）である。 
12 中村雅樹「ブレンターノの時間論」『哲学』第 32 号所収、日本哲学会編、法政大学出版
局、1982 年。152- 153 頁参照。 
13 これについて、ブレンターノは、過去的なものと未来的なものには自立的な意味はな
く（間接態 modi obliqui）、現在的なものとの関係において意味を持つ（直接態 modus 
rectus）とも述べている（vgl. Brentano, F., Die Abkehr von Nichtrealen. Hrsg, von F. 
Mayer- Hillebrand. Hamburg: Meiner, 1966. S. 320）。 
14 Vgl. Brentano, F., Deskriptive Psychologie. Hrsg, von R. M. Chisholm und W. 
Baumgartner. Hamburg: Meiner, 1982. S. 19.  
15 ブレンターノは、表象作用の客体を実在的なものに限定し、その様態について差（実在
と非実在）を設けている（vlg. Brentano（1966）, S. 61f. :Einleitung von F. Mayer- 
Hillebrand）。これについてはフッサールも、「変様する時間述語は、ブレンターノによ
れば非実在的述語であり、「今」という規定だけが実在的である」（vgl. HuaX, S. 14（『時
間講義』邦訳 23 頁参照）, Nr. 14）と述べている。また、この過去と未来の種概念の結合
は、論理的な規定であって、現象学的な意味での体験の記述による規定ではない。 
16 Vgl. HuaX. §3. 
17 Vgl. Kraus, O., Zur Phänomenogsie des Zeitbewusstseins, in Archiv für die gesamte 
Psychologie. Bd. 75. Leipzig, 1930. S. 11. 












切っている」と指摘する（vgl. Bernet（1985）: Einleitung, S. XXI）。この「同時代の人」
とは、主にブレンターノとマイノングであるが、あるいはロッツェ、シューマン、シュテ
ルンなども同様に挙げられるだろう（vgl. HuaXIX/1, §37, HuaX, §7）。またマルティー
やクラウスは、基本的にブレンターノの時間論を受け継いで、擁護している（vgl. HuaX, 
Nr.33, Bernet（1985）: Einleitung, S. XXV, Kraus（1930））。 
21 Vgl. Lotze, H., Metaphysik, Drei Bücher der Ontologie, Kosmologie und Psychologie 
mit einem Anhang. Die Prinzipien der Ethik, einem Namen- und Sachregister  
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（HuaX, S. 96; 邦訳 126 頁参照）というように、まさに作用性格が時間的な持続を具えて
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